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 近年，わが国の急速な都市化に伴って，人々の夜間における生活時間が増加傾向にある．こ

のような人々のライフスタイルの変化により，今日では夜間景観が日常的な景観の一つとなっ

ている．とくに大都市の中心市街地では建築物や樹木，橋梁などをライトアップさせる事業が

多く見受けられ，夜間景観への関心がますます高まっている．そこで本研究では，空間情報技

術と空間データを融合的に活用することで都市デザイン・景観デザインに利用できる大都市の

中心部における夜間景観のモデル化構築をめざしている．	
 

  
キーワード  :夜間景観 ，視距離の分割，モデリング 

 
 

１．はじめに 
	
 

	
 わが国では，都市の急速な近代化に伴い，夜間におけ

る生活時間が増加傾向にある．このことから，これまで

意識されていなかった高層建築の窓の明かりや，照らさ

れた地物を眺めること，すなわち夜間景観が人々にとっ

て日常的な景観の一つとなっている．	
 

	
 また，近年では都市環境のアメニティ向上が促されて

いるなか，中心市街地では建築，樹木，橋梁といった

様々な地物をライトアップさせるなど，夜間においても

良質な都市空間を形成する動きが数多く見受けられる．

さらに，情報誌，雑誌，新聞，テレビなどの様々なメデ

ィアの影響により夜間景観は多くの関心を得るものとな

った．このように夜間景観は，人々にとって日常的な景

観であると同時に，国民共有の都市資産として認識され

るようになった．	
 

	
 一方，近年の空間情報技術の飛躍的な発展により，大

規模で複雑な都市空間を簡便かつ実空間に忠実に表現で

きるようになり，現在ではそれらの技術を用いることで，

都市デザイン・景観デザインを行う際に役立てている．

しかし，それらのほとんどが昼間の景観を対象とした３

次元都市モデルであり，夜間を対象とした３次元都市モ

デルは多くはない．よって本研究では，夜間景観を工学

的に捉え，都市デザインを行う際に役立つ夜間景観のモ

デル化構築を図っていく．	
 

２．研究の目的と方法	
 

	
 

	
 夜間景観が人々にとって日常的な景観の一つとなった

現在，都市デザイン・景観デザインを行う際，昼間だけ

でなく夜間も同様に考える必要がある．よって，夜間に

おける３次元都市モデルの構築を行うことは非常に意義

のあることだといえる．そのようななか，佐藤ら１）は

夜間景観の見え方を工学的に把握し，現実空間に即した

モデル化を行った．これらは山頂や展望台から眺めると

いった視点と対象との距離が比較的長い，いわば，光を

主体として眺めている中遠景の夜間景観を対象としてい

る．	
 	
 

	
 一方，高層ビルに囲まれた中心市街地では，視点に近

い空間の眺めが主である．つまり，中心市街地から眺め

る夜間景観では，人々が照らされた地物を主に見ている

ことから，近中景が重要であると考えられる．よって本

研究では，視点と対象の距離が短い近中景の夜間景観に

着目し，これらを工学的に捉え，都市デザイン・景観デ

ザインに役立つ夜間景観のモデル化構築を目標とする．	
 

	
 具体的な方法としてまず，本研究の対象とする近中景

における夜間景観の領域を見出すために視距離の分割を

行っている．次に本研究で取り扱うシーン景観の選定し

ている．そのためにGISを用いて対象地周辺の光環境を
把握し視点場を選定している．また，選定した視点場か

らの眺めを把握し，視点位置を定めることで，本研究の



	
 

対象とするシーン景観を見出している．また，GISと
CAD/CGを統合的に用いて，夜間景観の基礎となる３次
元都市モデルを構築している．	
 

 
 
３．視距離の分割	
 

	
 

	
 本研究で取り扱う近中景の夜間景観の領域を定める

ために視距離の分割を行っている．中心市街地の景観に

おいて近景，中景ともに眺めることのできる地物は建物

である．そこで建物の窓の明かりに着目して視距離の分

割を行った（図-1）．近景域では，建物の窓の明かりが

面光源として見られる．中景域では，視点から距離が離

れていることから，窓の明かりが明暗のパターンとして

認識される．また，より視点から離れていることで窓の

明かりを一つずつ捉えることができず，周りの明かりと

集積して１つの模様のように見られる．この領域では照

らし出された地物を認識することができず光のみを見て

いることから遠景域とした．これらのことをふまえ，建

物の明かりを対象とした視点と対象の距離による見えの

違いに着目し，視距離の分割を行った．具体的には，視

覚系の空間周波数特性の概念を利用した．一般的に地物

の肌理における明暗のコントラスト１周期を見込む角度

が20’を中心に1°〜10’が地物のテクスチャを感度よく認
識できるとされている．そこで本研究では，建物の明暗

１周期を見込む角度が10’までの領域を近中景域とし，
その距離を算出した．その結果，視距離1200mまでを本

研究では夜間景観における近中景域と定めた（式１）．	
 

	
 

図−1	
 視距離の算出	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 D = H tanθ	
 	
 	
    	
    	
 	
     
                                 ∴ D = 1200m              	
 	
                               (1) 
	
 

４．対象景観の選定	
 

	
 

(1)対象地の選定	
 

	
 本研究では中心市街地のなかでも典型的な景観を対象

とする．近年，中心市街地では建築物や，緑，または橋

梁のライトアップがよく行われている．よって対象とす

る夜間景観は建築物，緑，橋梁などの地物を眺めること

ができる視点場を選定していく．視点場を選定するにあ

たり，まず広域な対象地を選定する．本研究では，大阪

の中心市街地を流れる大川，堂島川，土佐堀川，安治川

の沿川流域を広域な対象地とした（図-2）．	
 

	
 

	
 

図−2	
 広域な対象地	
 

	
 

(2)視点場の選定	
 

	
 次に視点場の選定を行う。中心市街地から景観を眺め

る際，最も人々にとって身近な視点場は公園や緑道であ

ると考えた．よって対象地である大川流域に接する公園，

緑道を把握した（図-3）．次に視点場の周辺の光環境を

把握するためライトアップされた樹木の位置とライトア

ップされた橋梁の位置を現地調査で把握しGIS上に定位
した（図-4）.	
 

	
 

	
 

図−3	
 視点場の把握	
 

	
 



	
 

	
 
図−4	
 ライトアップされた地物の分布	
 

	
 	
 

	
 さらに，これらの結果（図-3;図-4）を重ね合わせる

ことにより，桜ノ宮公園，南天満公園，天満橋緑道，中

之島公園などではライトアップされた樹木が存在し，か

つ，ライトアップされた橋梁と接していることが確認で

きた（図-5）．これらの視点場は中心市街地のなかでも

典型的な視点場といえる．なかでも桜ノ宮公園では，広

域に樹木のライトアップを眺めることができ，同じ地物

であっても対象との距離によって多様な見え方があると

考えられる．よって本研究では，桜ノ宮公園から眺める

景観を対象とする．	
 

	
 

	
 

図−5	
 重ね合わせ図	
 

	
 

(3)視点の選定	
 

	
 	
 次に，選定した視点場から視点位置を決定する．中

心市街地では，その土地を印象付けるランドマークとな

る高層建築が多く存在する．よって，視点を決定する場

合，その視点場周辺に存在するランドマークがよく見え

る視点位置が好ましい．そこで，本研究の視点場として

選定した桜ノ宮公園の周辺に位置するランドマークがよ

く見える視点位置を把握する．	
 

	
 桜ノ宮公園の周辺で一番，高層の建築であるOAPタワ
ーをランドマークとした．桜ノ宮公園からどの程度ラン

ドマークが見えているかを把握するために可視・不可視

分析を行った．	
 

	
 結果として，いくつかの地点で可視頻度値が高い位置

が確認できた．また，OAPタワーの眺め方をより詳細に
分析するためにメルテンスの法則を用いて仰角分析を行

った．仰角45°〜27°あたりでは，タワーを見上げるよ

うになるため，他の樹木や橋梁などを眺めることができ

ない．一方で，仰角18°や仰角12°あたりでは，絵画的

印象または純絵画的印象をもつことから，まわりの環境

に溶け込んでいることが考えられる．よってOAPタワー
を見上げる角度が18°〜12°のなかで可視頻度値が一番

高い場所を視点位置とし，本研究で対象とするシーン景

観を見出した（図-6;図-7）.	
 	
 

	
 

	
 

図−6	
 視点位置の選定	
 

	
 

	
 

図−7	
 本研究の対象とする夜間景観	
 

	
 

	
 

	
 



	
 

５．３次元都市モデルの構築	
 

	
 

	
 夜間景観のモデルの基礎となる３次元都市モデルを構

築した．３次元都市モデルは地形モデル上に建物モデル

と樹木モデルを配置することで構築している．現実の都

市空間は，橋梁や道路など，様々な地物から構成されて

いるが，本研究では建物と樹木のみの作成にとどまって

いる．	
 

	
 

(1)地形モデル及び建物モデルの作成	
 

	
 地形部分においては，基盤地図情報５mメッシュ標高

を使用し，このポイントをもとに不定三角網

（Triangulated Irregular Network : TIN）を作成することで表
現している．建物に関しては，基盤地図情報の建物ポリ

ゴンにLiDARデータから抽出した最頻値を与え，その高
さ情報をもとに建物を立ち上げている．	
 

  
(2)樹木モデルの作成	
 

	
 樹木モデルを作成するために，桜ノ宮公園の樹木位置，

樹種2)を航空写真，及び現地調査により把握し，GIS上に
定位した（図-8）．この構築したデータベースを元に樹

木モデルを作成する．また，樹木モデルでは，視距離に

応じてモデルの精度を変えることで余分なデータ量を削

減している．具体的な樹木モデルの作成方法として，樹

冠が熟視角１°以内に収まる範囲では一般的に単木域と

されていることから，この領域内の樹木は１本ずつ詳細

に作成し配置している．また樹木を見込む視角１°から

10’の領域では，テクスチャ域とされており,	
 樹木は１

本１本認識されず，樹木群として見られる．よって，樹

木群のポリゴンを作成し，LiDARデータを用いてTINを
生成することで樹木モデルを作成した．また，モデルを

より実空間に即して表現するために，実際の樹冠の大き

さに合うようにTINを切り取り，幹を配置することで表
現している（図−9）．これら作成した樹木モデルを地形

と建物から構築された都市モデルに配置している（図−

10）． 

	
 

図−8	
 樹木のデータベース	
 

	
 

	
 

	
 

図−9	
 樹木モデル(右：単木モデル	
 左：樹木群モデル)	
 

	
 

 
図−10	
 ３次元都市モデル	
 

	
 

	
 

６．おわりに	
 

	
 	
 
	
 本研究では，視距離の分割を行うことで近中景におけ

る夜間景観の領域を見出すことができた．また，GISを
用いて，中心市街地における典型的な夜間景観を選定す

ることができた．今後は，それぞれの地物が夜間におい

てどのように見えているかを把握し，モデルに反映して

いく．	
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